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目
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・
津
田
沼
教
会
牧
師
、
保
守

バ
プ
諸
教
会
グ
ル
ー
プ
）、

中
澤
竜
生
（
聖
協
団
・
西
仙

台
教
会
牧
師
、
南
三
陸
町
を

支
援
す
る
キ
リ
ス
ト
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）、
鈴
木
真
（
福

音
伝
道
・
戸
塚
め
ぐ
み
キ
リ

ス
ト
教
会
牧
師
、
イ
ザ
ヤ
58

ネ
ッ
ト
）
の
各
氏
。
そ
れ
ぞ

れ
の
被
災
体
験
、
被
災
地
支

援
の
体
験
か
ら
、
今
後
被
災

地
で
求
め
ら
れ
て
い
る
支
援

の
あ
り
よ
う
、
ひ
い
て
は
被

災
地
支
援
を
と
お
し
て
見
え

て
き
た
都
市
部
の
教
会
に
お

け
る
福
音
宣
教
の
あ
り
方
の

見
直
し
、
教
団
と
し
て
被
災

教
会
を
支
援
す
る
際
の
課
題

な
ど
を
語
っ
た
。

　
２
日
目
の
特
別
講
演
会
で

は
賀
川
督と

く

明あ
き

氏
（
賀
川
記
念

館
館
長
）が
「『
痛
み
の
シ
ェ

ア
ー
』
〜
賀
川
豊
彦
た
ち
が

遺
し
た
も
の
」
と
題
し
て
講

演
。
賀
川
豊
彦
た
ち
が
自
ら

を
救
霊
団
、
イ
エ
ス
団
と
呼

び
、
牧
会
集
団
と
自
認
し
て

活
動
し
て
い
た
こ
と
を
紹

介
。
貧
困
救
済
や
協
同
組
合

運
動
な
ど
の
社
会
的
実
践
の

根
底
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
に
倣
う
「
痛
み
の
シ
ェ

ア
ー
」
が
あ
っ
た
と
し
、
福

音
を
見
え
る
形
で
実
践
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ａ
で
は
被
災
地
支
援

の
取
り
組
み
と
し
て
、
当
初

２
年
間
と
し
て
い
た
東
日
本

大
震
災
対
策
室
の
活
動
期
間

を
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
１

年
間
延
長
す
る
こ
と
を
打
ち

出
し
た
。
宣
教
委
員
会
で
は

「
フ
ク
シ
マ
と
生
き
る
宣
教
」

を
テ
ー
マ
に
「
宣
教
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
福
島
」
を
11
月
18
〜

19
日
、
福
島
県
郡
山
市
で
開

催
す
る
。
宣
教
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
次
期
伝
道
会
議
を
目
指

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た

が
、
震
災
以
降
東
北
で
行
わ

れ
、
一
昨
年
の
秋
田
、
昨
年

の
仙
台
に
続
き
、
今
年
は
福

島
を
会
場
と
す
る
。

　
現
在
の
社
会
状
況
の
認
識

と
し
て
、
安
藤
理
事
長
は
事

業
計
画
案
で
昨
年
末
の
衆
議

院
議
員
選
挙
の
結
果
と
し
て

の
右
傾
化
の
兆
し
に
言
及
、

憲
法
論
議
及
び
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
関
係
に
危
機
感
を
表
明

し
た
。
社
会
委
員
会
は
７
月

12
日
、「
憲
法
を
変
え
さ
せ
な

い
緊
急
祈
祷
会
」
を
お
茶
の

水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ

ー
で
開
催
す
る
。

　
第
６
回
日
本
伝
道
会
議

（
２
０
１
６
年
９
月
27
〜
30

日
）
に
関
し
て
は
総
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
で
「
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６

テ
ー
マ･

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
、①
次
世
代
を
育
て
る
、

②
働
き
人
を
育
成
す
る
、
③

地
域
で
宣
教
の
た
め
に
協
力

す
る
、
④
こ
の
国
で
主
に
仕

え
る
、
⑤
世
界
宣
教
に
貢
献

す
る
、
⑥
教
会
・
教
団
が
互

い
に
仕
え
合
う
、
の
各
テ
ー

マ
に
分
か
れ
て
話
し
合
っ
た
。

　
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東

日
本
大
震
災
で
問
わ
れ
た
も

の
」
で
発
題
し
た
の
は
、
住

吉
英
治
（
同
盟
基
督
・
勿な

来こ
そ

キ
リ
ス
ト
福
音
教
会
牧
師
、

福
島
県
キ
リ
ス
ト
教
連
絡

会
）、
森
恵
一
（
保
守
バ
プ

ヘボン塾から150年
人格教育を繋ぐ礼拝
　午前の授業が終わり12時半ごろ、昼食をさしおいて礼拝堂に吸い込まれ
ていく学生たちがいる。ヘボン式ローマ字で知られる宣教医師ジェームズ
・C・ヘボンがクララ夫人を助けて1863年（文久3）11月に始めたヘボン塾
を源流とする明治学院は、 今年創立150周年を迎えた日本最古のキリスト
教主義学校だ。ヘボン夫妻が掲げた「キリスト教に基づく人格教育」を建
学の精神として受け継ぐ明治学院にとって、日々のチャペルアワーは代々
その要の役割を果たしてきた。長い歴史を繋

つな

いできたキリスト教主義学校
の学内チャペルを訪ねる。（4～5面にキリスト教主義学校特集）

の
責
任
』（
日
本
福
音
同
盟
神

学
委
員
会
編
、
い
の
ち
の
こ

と
ば
社
発
行
）
が
刊
行
さ
れ

た
。
２
０
１
１
年
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

原
発
問
題
へ
の
課
題
や
対
応

を
検
討
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｅ
Ａ

理
事
会
は
そ
の
作
業
を
専
門

委
員
会
の
神
学
委
員
会
（
山

口
陽
一
委
員
長
）
と
社
会
委

員
会
（
渡
辺
敬
直
委
員
長
）

に
付
託
し
て
い
た
が
、
こ
れ

は
神
学
委
員
会
と
し
て
の
見

解
を
ま
と
め
た
も
の
。

　
昨
年
６
月
の
総
会
時
、
Ｊ

Ｅ
Ａ
は
安
藤
能
成
理
事
長
名

で
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
一

年
を
経
て
の
理
事
長
所
感
」

を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、

無
反
省
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

を
続
け
て
き
た
加
害
者
と
し

て
の
悔
い
改
め
、
原
発
問
題

に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
問
題
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
の
正
し
い
認
識

と
社
会
へ
の
発
言
の
重
要

性
、
神
が
完
全
な
も
の
と
し

て
創
造
さ
れ
た
被
造
物
世
界

を
キ
リ
ス
ト
の
正
し
い
支
配

に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
必
要

性
が
表
明
さ
れ
た
。

　
今
回
福
音
派
の
諸
教
団
・

教
派
・
教
会
が
加
盟
す
る
Ｊ

Ｅ
Ａ
の
神
学
委
員
会
が
、
委

員
会
と
し
て
の
討
議
を
経
て

そ
の
見
解
を
公
に
し
た
こ
と

の
意
義
は
大
き
い
。内
容
は
、

６
人
の
委
員
が
「
原
発
と
私

た
ち
の
歴
史
的
責
任
」（
山
口

陽
一
）
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
で
行
っ
た
発
表
と
、

そ
れ
に
対
す
る
委
員
会
で
の

議
論
を
ふ
ま
え
、
各
自
の
責

任
に
お
い
て
ま
と
め
た
論
文

集
。
神
学
委
員
会
は
今
後
も

研
究
を
継
続
す
る
。

　
社
会
委
員
会
は
、
原
発
問

題
が
抱
え
る
社
会
的
課
題
に

つ
い
て
講
演
会
や
研
修
会
を

続
け
て
き
た
が
、
そ
の
内
容

を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
第
23
・

24
回
合
併
号
　
Ｊ
Ｅ
Ａ
信
教

の
自
由
セ
ミ
ナ
ー
報
告
書
」

に
ま
と
め
た
。（
２
面
に
詳
報
）

「
原
発
問
題
」検
討
結
果
を
発
表

　
日
本
福
音
同
盟
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
＝
安
藤
能
成
理
事
長
、
品
川
謙
一
総
主
事
）
は
第
28
回
総

会
を
６
月
３
〜
５
日
、
２
０
１
６
年
第
６
回
日
本
伝
道
会
議
の
開
催
予
定
地
・
神
戸
市

の
ホ
テ
ル
で
開
き
、
東
日
本
大
震
災
以
後
の
さ
ら
な
る
被
災
地
支
援
と
次
の
大
災
害
に

備
え
る
取
り
組
み
な
ど
を
主
と
す
る
２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
案
を
決
議
し
た
。
12
年

度
事
業
報
告
で
は
神
学
委
員
会
と
社
会
委
員
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
原
発
問
題
に
つ
い

て
の
検
討
結
果
を
報
告
。
総
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
東
日
本
大
震
災
で
問
わ
れ
た
「
ま
る
ご

と
の
（
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
）
福
音
」
に
対
応
、
被
災
地
支
援
の
現
場
か
ら
の
声
に

聞
き
つ
つ
、
教
会
が
担
っ
て
き
た
福
音
宣
教
の
あ
り
方
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。

明治学院白金キャンパス（東京・港区）の昼時、チャペルに集まる学生たち

　
今
年
度
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
総
会
に

合
わ
せ
て
『
原
発
と
私
た
ち

JEA第28回総会

震
災
で
問
わ
れ
た
福
音
に
焦
点

　
　         

被
災
地
支
援
を
継
続　

福
島
で
宣
教
フ
ォ
ー
ラ
ム

憲
法
危
機 
緊
急
祈
祷
会
へ


